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　視　　点

い
ま
、
地
球
は
怒
っ
て
い
る
！

　

真
冬
に
春
一
番
が
春
の
嵐
と
な
っ
て

吹
き
荒
れ
、
春
本
番
の
時
期
に
豪
雪
を

伴
う
吹
雪
が
襲
う
等
、
気
候
変
動
に
よ

る
異
常
気
象
が
地
球
上
の
各
地
で
頻
発

し
、
我
々
生
物
の
生
存
基
盤
を
脅
か
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
地

球
環
境
破
壊
の
一
つ
の
現
象
な
の
で
す
。

　

我
々
は
奇
跡
と
い
わ
れ
る
高
度
成
長

を
成
し
遂
げ
、
物
的
豊
か
さ
を
得
ま
し

た
が
そ
れ
は
地
球
環
境
破
壊
、
と
い
う

代
償
の
お
陰
（
負
の
遺
産
）
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
体
・
企
業
を
筆
頭
と
す
る
社
会

の
構
成
員
全
て
に
、
加
害
者
と
し
て
の

責
任
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

（
１
）
自
然
循
環
（
日
本
）

　

戦
後
し
ば
ら
く
の
間
（
１
９
５
０
年

代
）
ま
で
、
自
然
循
環
・
自
然
浄
化
に

よ
る
、
自
然
環
境
・
地
球
環
境
に
と
っ

て
平
穏
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。特
に
、

江
戸
時
代
の
江
戸
は
歴
史
に
残
る
資
源

循
環
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
型
社
会
を
形
成

し
て
い
ま
し
た
。

　（
２
）
公
害
問
題
（
日
本
）

　

１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
70
年
代
に

か
け
て
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も

な
い
、
私
達
人
間
の
生
命
・
健
康
・
生
活

環
境
を
侵
し
、
自
然
環
境
に
害
を
与
え

る
公
害
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

公
害
の
種
類
と
し
て
は

　

①
大
気
の
汚
染

　

 　

人
間
の
活
動
に
よ
り
大
気
が
有
害

物
質
で
汚
染
さ
れ
、
人
の
健
康
や
生

活
環
境
、
動
植
物
に
悪
影
響
が
生
じ

る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

②
水
質
の
汚
濁

　

 　

人
間
の
活
動
に
よ
り
工
場
等
か
ら

排
出
さ
れ
る
水
（
工
業
排
水
）
や
家

庭
な
ど
か
ら
出
る
排
水
（
家
庭
排

水
）
な
ど
が
、
河
川
・
湖
沼
・
港
湾
・

沿
岸
海
域
な
ど
の
公
共
用
水
域
に
流

さ
れ
、
汚
染
・
汚
濁
し
て
い
る
現
象

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

③
土
壌
の
汚
染

　

 　

人
間
の
活
動
に
よ
り
土
壌
中
に
重

金
属
、
有
機
溶
剤
、
農
薬
、
油
な
ど

の
物
質
が
廃
棄
さ
れ
、
自
然
環
境
や

人
の
健
康
・
生
活
へ
影
響
を
及
ぼ
す

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

④
騒
音

　

 　

騒
が
し
く
て
不
快
と
感
じ
る
音
の

こ
と
で
す
。

　

⑤
振
動

　

 　

地
面
又
は
建
物
が
上
下
方
向
、
縦

横
方
向
に
揺
れ
る
現
象
で
す
。

　

⑥
地
盤
の
沈
下

　

 　

地
盤
が
圧
縮
さ
れ
、
沈
ん
で
い
く

現
象
で
す
。

　

⑦
悪
臭
等

　

 　

不
快
な
感
じ
を
も
よ
お
す
臭
い
の

こ
と
で
す
。

　

以
上
、
典
型
７
公
害
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

４
大
公
害
病

　

典
型
７
公
害
の
う
ち
大
気
汚
染
、
水

質
汚
濁
等
、
企
業
等
の
排
出
す
る
有
害

物
質
等
に
よ
り
４
大
公
害
病
が
発
生
し

ま
し
た

　

①
水
俣
病

　

 　

熊
本
県
水
俣
市
の
会
社
の
工
場
か

ら
流
さ
れ
た
水
銀
が
、有
機
水
銀（
メ

チ
ル
水
銀
）
と
な
り
、
生
物
濃
縮
で

地
球
環
境
の
現
状

地
球
環
境
問
題
の
流
れ

江戸時代のリサイクル
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　視　　点
高
濃
度
に
な
っ
た
魚
介
類
を
食
べ
た

人
か
ら
発
症
し
ま
し
た
。

　

②
新
潟
水
俣
病

　

 　

水
俣
病
と
同
様
の
症
状
で
新
潟
県

阿
賀
野
川
下
流
域
で
発
生
し
「
新
潟

水
俣
病
」
や
「
阿
賀
野
川
有
機
水
銀

中
毒
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

③
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

　

 　

岐
阜
県
の
三
井
金
属
工
業
の
神
岡

鉱
山
か
ら
出
た
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
、
神

通
川
下
流
の
水
田
を
汚
染
し
、
そ
こ

で
栽
培
さ
れ
た
米
を
食
べ
た
人
た
ち

か
ら
発
症
し
ま
し
た
。

　

④
四
日
市
ぜ
ん
そ
く

　

 　

三
重
県
四
日
市
市
の
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
排
煙
、
と
く
に
そ
の
中
の

二
酸
化
イ
オ
ウ
の
た
め
に
起
き
た
喘

息
で
す
。

公
害
の
特
長
と
し
て
は

　

 

①
被
害
者
と
加
害
者
の
因
果
関
係
が

比
較
的
明
確
で
す
。

　

②
地
域
も
限
定
的
で
す
。

（
３
）
地
球
環
境
問
題

　

や
が
て
１
９
９
０
年
代
に
被
害
者
と

加
害
者
の
因
果
関
係
が
国
境
を
越
え
、

地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
が
深
刻
な
問

題
と
し
て
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

  

①
地
球
温
暖
化
問
題

　

 　

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
“
温
室
効
果

ガ
ス
”
の
大
気
中
濃
度
が
、
急
激
に

増
加
す
る
こ
と
で
地
球
の
平
均
気
温

が
上
昇
す
る
な
ど
気
候
変
動
を
引
き

起
こ
す
こ
と
を
い
い
ま
す

　

②
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

　

 　

地
球
を
取
り
巻
く
成
層
圏
オ
ゾ
ン

層
が
、
“
Ｃ
Ｆ
Ｃ
”
（
ク
ロ
ロ
フ
ル

オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、代
表
的
な
フ
ロ
ン
）

な
ど
の
人
工
化
学
物
質
で
破
壊
さ
れ

る
現
象
で
す
。

　

③
酸
性
雨

　

 　

工
場
な
ど
か
ら
、
化
石
燃
料
な
ど

の
燃
焼
に
よ
り
硫
黄
酸
化
物
や
窒
素

酸
化
物
が
排
出
さ
れ
、
大
気
中
で
、

硫
酸
・
硝
酸
等
に
変
化
し
た
、
ｐ
Ｈ

の
低
い
酸
性
の
雨
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。　

　

④
海
洋
汚
染

　

 　

海
域
や
海
水
が
化
学
物
質
、油
脂
、

廃
棄
物
の
投
棄
等
で
汚
染
さ
れ
る
現

象
で
す
。
三
方
が
海
の
千
葉
県
で
は

深
刻
な
問
題
で
す
。

　

⑤
有
害
化
学
物
質（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
）

　

 　

塩
素
化
合
物
を
含
む
廃
棄
物
を
低

温
、
不
完
全
燃
焼
す
る
と
発
生
し
、

毒
性
は
フ
グ
毒
の
十
倍
、
サ
リ
ン
の

百
倍
、
青
酸
カ
リ
の
一
万
倍
で
人
工

物
質
中
最
強
の
毒
物
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

⑥
環
境
ホ
ル
モ
ン

　

 　

生
体
内
の
正
常
な
ホ
ル
モ
ン
作
用

に
影
響
を
与
え
、
一
般
的
に
生
物
の

生
殖
機
能
や
発
生
機
能
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。（
オ
ス
の
メ
ス
化
）　

⑦
熱
帯
雨
林
の
減
少

　

 　

年
間
日
本
の
半
分
が
消
失
す
る
と

い
わ
れ
、木
材
は
日
本
が
大
半
輸
入
。

　

⑧
生
物
種
の
減
少

　

 　

急
激
な
環
境
変
化
で
、
年
に
数
万

種
が
絶
滅
し
て
い
ま
す
。

　

⑨
砂
漠
化

　

 　

全
陸
地
の
１
／
４
が
砂
漠
化
の
影

響
を
受
け
、
食
料
不
足
で
餓
死
者
が

多
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

⑩
人
口
爆
発

　

 　

総
人
口
が
２
０
５
０
年
に
は

１
０
０
億
に
な
り
食
料
の
供
給
料
が

大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

　

⑪
資
源
の
枯
渇
等

　

 　

天
然
資
源
の
可
採
推
定
年
数
は
石

油
は
40
年
、
天
然
ガ
ス
60
年　

と
い

わ
れ
有
限
で
、
枯
渇
し
ま
す
。

　　

い
ま
、
地
球
温
暖
化
が
大
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
朝
一
夕
で
地
球

温
暖
化
問
題
に
到
達
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。我
々
人
間
の
経
済
活
動
や
、

日
常
生
活
に
よ
る
長
い
地
球
環
境
破
壊

の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
中
小
企
業
診
断
士

　

 

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

               　
　
　
　
　

布
施
光
義
」

水　俣　病

酸性雨の影響

大気汚染 森林が枯れる
生物が棲めない

文化財（建物、銅像）
がとける
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